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全国大会に13名参加 !

6月 28日 ～29日に岐阜市で開催された全国大会に石川県より13名 (守る
会 10名 ,国療 3名)の参加がありました。大会には全国から1200名の会員
が集まり, “二人ひとりが小さな発見を"を合い言葉に4つの分科会や「みんな
で語ろう」で熱心な話し合いがされました。

新しい障害者基本計画はその基本的な考えの中で『共生社会においては,障害
者は社会の対等な構成員として人権を尊重され,自己決定と自己選択の下に社会
のあらゆる活動に参加,参画するとともに,社会の一員としてその責任を分担す
るJと述べています。私たちは重症児 (者)の権利を主張すると同時に,その責
任を分担する覚悟が必要です。                |
今大会では4月からスタニトした支援費制度の利用状況や,生起している問題
を整理していく必要性が提起されました。

また,来年4月から現在の国療は独立行政法人国立病院機構として再出発しま
す。サービスの質がどうなるか関心を持っていくことが必要だと言われています

さらに,養護学校へ通う子ども達の医療的ケアの充実について―は今年度から,
文部科学省の事業がはじまりました。私たちの長年にわたる要望に答えていただ

きましたが,これについても残された課題について議論を深める必要があります

石川から参加された方も
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やこれからも続くであろう重症児の親子 (あつて欲しくはないが
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にももっともうと前向きに物事を考え,柔軟に対処する力を身につけていきたい

と思つた。また,会員の拡大についても (できれば入所者の100%入会をめざした
い)自分たちのできるところで努めていかなければならないと思つた。

分科会のテーマは次の通りでした。詳細は両親の集い 5,6月 号をご覧下さい。

第 1分科会   独立行政法人国立病院機構と重症児医療の今後
第 2分科会   利用者から見た支援費制度の課題
第 3分科会   社会福祉法の理念は現場で活かされているか
第4分科会   養護学校における医療的ケアの課題



*会員の方の支援費制度の利用状況の報告です。今回は羽昨に住んでおられる雲
雀さん (息子さんは25才)の利用の仕方を報告させてもらいます。

支 援 費 制 度 の 利 用 しこ I⊃ い て
雲雀ふさえ

現在,訓練や施設の交流の場へ連れていってもらったり,自宅での生活援助な
ど月 8回利用しています。本人にもすごくよい結果が出ているし,私自身も気持
ちが楽になり,若い人たちに出会って楽しく過ごしています。     |

8 ヘルバーさんとボランティアさんが 2人 1組で来る。
月曜日 (2時間)  冷蔵庫の中の買い置きの食品や足りない物は買い足して

昼食を作り子どもに食べさせてもらう。

散歩や ドライプに連れていってもらう。

木曜日 (2時間)  近くの病院へ連れていってもらい,歩行器で歩行訓練を
してくる。

木曜日 (4時間)  国療七尾病院への送迎も含めて,入所している友達と一
緒に遊ぶなどふれあいの時間を持っている。
このサービスは将来,入所するであろうことを見据えて
今の内から病院の職員や友達と慣れさせておきたいとい

う母の希望を取り入れて実現したものである。

これらのサービスを受けるようになって,息子はヘルバーさんの来るのを楽し
みに待つようになり,表情もとてもよくなった。
車に乗るときは自分の意志で足をあげて乗ろうとしたり,降りるときは嫌がっ
て甘えるような様子も見られるようになった。
私も若いヘルバーさんに話し相手になってもらえて張り合いがでてきました。
子どもに合わせて不規則だった生活も規則正しくなってきて,母子ともにスト
レスがなくなったことをうれしく思っています。
ヘルバーさん達とのふれあいの中で食事の食べさせ方や車の安全な乗り降りの
仕方など,学ぶことも多く勉強になっています。
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一一― 親子でなかよく,リ フレッシュ・ リラックス パートⅡ 一――

10:00～12:00  親子でレクリェーション
12:00～ 13:30  昼食・休憩
13130～15:00  おしゃべりとコンサート

「小さいことは美しい」

日・ 時  11月 9日 (日 )



場 所 石川県立医王養護学校

講 師 晴 美さん (石川県レクリエーション協会)
正 美さん (フ ォークグループ・でぇげっさあ)

*今年は親子で楽しく遊んだり,歌ったり,素敵な歌を聞いたりしたいと思って
います。 多数のご参加をお待ちしています。
詳細は次号でお知らせします。
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重度・重複障害というハンディをもつ人たちの地域生活を広げてきた通所施設「用 !力 :

母たちと歩んできた 17年        長編ドキュメンタリー/ 監督 西山正啓
日時 : 2003年 9月 23日 (火)祝日 午前の部 110:30ヘ

午後の部 :14100～
場所 : 駅西健康ホール「すこやか」・・・・駅西保健所 3階

金沢市西念町 3「目4番 25号   TEL 076-234-5141
上映会会費    大人一-1,000円     小 、中学生・障害のある人-500円

(前売りのみですので、必ずチケットをお求め下さい)

: 「朋の時間」金沢上映実行委員会
: 石川県重症心身障害児(者)を守る会、石川県肢体不自由妃協会、
石川県手をつなぐ育成会、金沢手をつなぐ親の会

問い合わせ先 : TEL(FAX) 076-222-2691(松 田)
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ふれあい交流会 (保育)

映画の終了までお子さまをお預かりします。

ご希望の方はお早めにご連絡ください。

問い合わせ先 :TELtFAXЮ 76-221-0560(西 田)

* 千ケ,卜麟■mIの ここうにもあ|1春寸.

「用」は横浜で昭和 54年に障害の重い人たちの作業所として設立されました
それ以来重度の障害がある人たちの願いから「訪間の家」として地域での生活を
支えてきています。日本ではもっとも先進的な重症の人たちの通所施設です。
ぜひ多くのみなさんに見てほしいとおもっています。
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